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沖縄県医師会災害医療委員会委員長
出口　宝

『現在の大槌町』
　東日本大震災から 12 年が経った。城山から見た末広方面である。大槌川河口には新しく水
門が造られ、沿岸部は最大高 15.5m の防潮堤で囲まれていた。震災時に流された大槌橋や JR
山田線の鉄橋（現在は三陸鉄道リアス線）はかけ直されていた。中央に大槌町
文化交流センター「おしゃっち」。その向こう側が旧大槌町役場跡。大槌湾に

「ひょっこりひょうたん島」のモデルとなった蓬萊島（ほうらいじま）を望む。
詳細は本誌 P20 参照。

題字：城間雨邨

コメントコメント
表紙写真 沖縄県医師会報　Vol.59　No.5

令和5年5月号

発 行 所 〒901－1105  沖縄県島尻郡南風原町字新川218－9
TEL： 098－888－0087　　 FAX ： 098－888－0089
Email : kaiho@okinawa.med.or.jp　URL   http://www.okinawa.med.or.jp

発 行 人 安里　哲好
編　　集　沖縄県医師会広報委員会

宮里　達也（担当副会長） 久貝　忠男（担当理事）稲 冨　　 仁（副担当理事）
白井　和美（対外副担当理事） 出 口　　 宝（北部） 古堅　善亮（中部）
藏 下　　 要（浦添） 玉 井　　 修（那覇） 間仁田　守（那覇）
照 屋　　 勉（南部） 久志　一朗（国療） 西江　昭弘（琉大）
久貝　忠男（県公務員）

（事務局会報担当）島岡ちなみ　崎原　　靖
印　　刷　有限会社  福琉印刷  TEL 098－ 867 －1989
定　　価　500円（消費税込、講読料は会費に含まれております）


